
 

((66))  品品⽬⽬構構成成  
((農農業業総総産産出出額額はは⽶⽶のの割割合合がが減減少少、、畜畜産産やや野野菜菜のの割割合合がが増増加加))  

農業総産出額1は、ピークであ
った昭和59(1984)年から⻑期
的に減少傾向が続いていました
が、需要に応じた⽣産の取組等
により、平成27(2015)年以降は
増 加 傾 向 で 推 移 し 、 令 和
2(2020)年は8.9兆円となってい
ます((図図表表  特特--3344)。 

品⽬別の割合について⾒ると、
⽶は⻑期的に減少傾向で推移し、
昭和59(1984)年の33.5％から
令和2(2020)年は18.4％となっ
ている⼀⽅で、畜産や野菜は⻑
期的に増加傾向で推移しており、
昭和59(1984)年と令和2(2020)
年の割合は、畜産で28.1％と
36.2％、野菜で16.8％と25.2％
となっています。 

 
((都都道道府府県県別別農農業業産産出出額額11位位のの品品⽬⽬がが変変化化))  

都道府県別に農業産出額1位の品⽬の移り変わりを⾒ると、60年前の昭和35(1960)年は
43道府県で⽶が産出額1位となっていましたが、平成2(1990)年では、⽶は18府県に減少し、
代わりに野菜が13都府県、畜産が13道県となりました(図図表表  特特--3355)。また、令和2(2020)
年では、⽶が9県、野菜が15都府県、果実が5県、畜産が18道県となっています。 

 

 
 

1 ⽤語の解説1を参照 

図表 特-35 農業産出額1位品⽬の移り変わり 
 (昭和 35(1960)年)          (平成 2(1990)年)         (令和 2(2020)年)    

資料：農林⽔産省「⽣産農業所得統計」を基に作成 
 

図表 特-34 農業総産出額 

資料：農林⽔産省「⽣産農業所得統計」 
注：1)「その他」は、⻨類、雑穀、⾖類、いも類、花き、⼯芸農作物、その他作

物、加⼯農産物の合計 
2)  ( )内は、産出額に占める割合(%) 
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((酪酪農農ででもも規規模模がが⼤⼤ききいいほほどど所所得得はは⼤⼤ききいい傾傾向向))  
酪農でも搾乳⽜の飼養頭数の規模

が⼤きいほど農業所得が⼤きくなって
います。しかし、令和2(2020)年の200
頭以上層では、令和元(2019)年と⽐べ
て農業粗収益が横ばいの⼀⽅で、飼料
費や荷造運賃⼿数料等の増加により農
業経営費が3,345万3千円増加したため、
農業所得は⼤幅に減少しました(図図表表  
特特--3333)。 
 

 
 
 
 

((ココララムム))  ⽶⽶とと野野菜菜のの価価格格のの動動向向  
⽶と野菜の価格の動向を平成2(1990)年以降の農業物価指数で⾒ると、⽶はおおむね低下傾向で推

移している⼀⽅、野菜は⻑期的には上昇傾向で推移しているものの、近年は豊作等により価格が低
下しています。 

野菜は天候によって作柄が変動しやすく、短期的には価格が⼤幅に変動する傾向があり、令和
3(2021)年においては、きゅうり、キャベツ、はくさい等の価格は⽣育が良好であったことから前年
に⽐べ低下しています。 

 主主要要野野菜菜のの卸卸売売価価格格  

128.9

98.9

60

80

100

120

140

160

180

200

平成2年
(1990)

7
(1995)

12
(2000)

17
(2005)

22
(2010)

27
(2015)

令和2
(2020)

⽶

野菜

 資料：農林⽔産省「⻘果物卸売市場調査」を基に作成 
注：主要卸売市場の⽇別調査結果の加重平均値 

⽶⽶とと野野菜菜のの価価格格指指数数  

資料：農林⽔産省「農業物価統計」 
注：1) 平成27(2015)年平均価格を100とする指数 

2）野菜の価格指数は野菜総合の指数 
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資料：農林⽔産省「農業経営統計調査 営農類型別経営統計」 

図表 特-33 搾乳⽜飼養頭数規模別農業所得(全 
農業経営体) 
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資料：農林⽔産省「農林業センサス」、「⽣産農業所得統計」を基に作成 
注：1) 平成2(1990)年の販売農家には、農家以外の農業事業体、農業サービス事業体を含む。  

2) ⽶以外の産出額の全国平均は全国の⽶以外の産出額÷47(都道府県)で計算 
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図表 特-37 1経営体当たり⽣産農業所得と⽶以外の産出額 

 

農業産出額は、その年の天候や作柄、価格等の変動に左右されますが、各都道府県がそ
れぞれの条件に合わせ、農業⽣産の選択的拡⼤を図ってきたことがうかがえます。 

 
((作作付付⾯⾯積積でではは⽶⽶はは減減少少傾傾向向、、⻨⻨・・⼤⼤⾖⾖はは微微増増傾傾向向、、野野菜菜はは微微減減傾傾向向))  

品⽬別の作付(栽培)⾯積については、⽶
は平成17(2005)年の170万2千haから減少
傾向で推移し、令和2(2020)年は146万2千
ha、全体の37％となっています(図図表表  特特
--3366)。⼀⽅で、⻨・⼤⾖は微増となってお
り、それぞれ平成17(2005)年の26.8万ha、
13.4万haから、令和2(2020)年は27.6万ha、
14.2万haとなっています。また、野菜は微
減しており、令和2(2020)年は37.7万ha、
全体の9％となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

((⽶⽶以以外外のの産産出出額額がが⼤⼤ききいい県県のの⽅⽅がが11経経営営体体当当たたりりのの⽣⽣産産農農業業所所得得もも⼤⼤ききいい))  
都道府県別に、⽶以外の産出額と1経営体当たりの⽣産農業所得1の相関を⾒ると、⽶以

外の産出額が⼤きい都道府県の⽅が、概して1経営体当たりの⽣産農業所得も⼤きい状況
となっています(図図表表  特特--3377)。その相関関係は、平成2(1990)年より令和2(2020)年の⽅が
より強くなっています。また、都道府県別の動向を⾒ると、1経営体当たりの⽣産農業所
得が⼤きい北海道や、宮崎県、群⾺県、⿅児島県等では、平成2(1990)年から令和2(2020)
年の間に⽶の産出額が減少する⼀⽅で、畜産物や野菜の産出額が増加しています。 

このような中、我が国農業の持続的な発展のためには、需要の変化に応じた⽣産の取組
が今後とも重要と考えられます。 

  

 
1 ⽤語の解説1を参照 

資料：農林⽔産省「耕地及び作付⾯積統計」、「野菜⽣産出荷統計」
を基に作成 

注：1) ⻨類は、4⻨(⼩⻨、⼆条⼤⻨、六条⼤⻨及びはだか⻨)計(⼦
実⽤)の数値 

2) 飼料作物は、牧草、⻘刈りとうもろこし、ソルゴーのほか、
その他の飼料作物(飼料⽤⽶等)を含めた数値 

  3) 野菜は、野菜計からばれいしょを除いた数値 
  4) (  )内は各⾯積の割合(%) 
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図表 特-36 品⽬別作付(栽培)⾯積 

46

変
シフト
化する我が国の農業構造特集

R4_農村白書1-0d_特集.indd   46R4_農村白書1-0d_特集.indd   46 2022/06/22   9:47:522022/06/22   9:47:52



 

 

資料：農林⽔産省「農林業センサス」、「⽣産農業所得統計」を基に作成 
注：1) 平成2(1990)年の販売農家には、農家以外の農業事業体、農業サービス事業体を含む。  

2) ⽶以外の産出額の全国平均は全国の⽶以外の産出額÷47(都道府県)で計算 
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図表 特-37 1経営体当たり⽣産農業所得と⽶以外の産出額 

 

農業産出額は、その年の天候や作柄、価格等の変動に左右されますが、各都道府県がそ
れぞれの条件に合わせ、農業⽣産の選択的拡⼤を図ってきたことがうかがえます。 

 
((作作付付⾯⾯積積でではは⽶⽶はは減減少少傾傾向向、、⻨⻨・・⼤⼤⾖⾖はは微微増増傾傾向向、、野野菜菜はは微微減減傾傾向向))  

品⽬別の作付(栽培)⾯積については、⽶
は平成17(2005)年の170万2千haから減少
傾向で推移し、令和2(2020)年は146万2千
ha、全体の37％となっています(図図表表  特特
--3366)。⼀⽅で、⻨・⼤⾖は微増となってお
り、それぞれ平成17(2005)年の26.8万ha、
13.4万haから、令和2(2020)年は27.6万ha、
14.2万haとなっています。また、野菜は微
減しており、令和2(2020)年は37.7万ha、
全体の9％となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

((⽶⽶以以外外のの産産出出額額がが⼤⼤ききいい県県のの⽅⽅がが11経経営営体体当当たたりりのの⽣⽣産産農農業業所所得得もも⼤⼤ききいい))  
都道府県別に、⽶以外の産出額と1経営体当たりの⽣産農業所得1の相関を⾒ると、⽶以

外の産出額が⼤きい都道府県の⽅が、概して1経営体当たりの⽣産農業所得も⼤きい状況
となっています(図図表表  特特--3377)。その相関関係は、平成2(1990)年より令和2(2020)年の⽅が
より強くなっています。また、都道府県別の動向を⾒ると、1経営体当たりの⽣産農業所
得が⼤きい北海道や、宮崎県、群⾺県、⿅児島県等では、平成2(1990)年から令和2(2020)
年の間に⽶の産出額が減少する⼀⽅で、畜産物や野菜の産出額が増加しています。 

このような中、我が国農業の持続的な発展のためには、需要の変化に応じた⽣産の取組
が今後とも重要と考えられます。 

  

 
1 ⽤語の解説1を参照 

資料：農林⽔産省「耕地及び作付⾯積統計」、「野菜⽣産出荷統計」
を基に作成 

注：1) ⻨類は、4⻨(⼩⻨、⼆条⼤⻨、六条⼤⻨及びはだか⻨)計(⼦
実⽤)の数値 

2) 飼料作物は、牧草、⻘刈りとうもろこし、ソルゴーのほか、
その他の飼料作物(飼料⽤⽶等)を含めた数値 

  3) 野菜は、野菜計からばれいしょを除いた数値 
  4) (  )内は各⾯積の割合(%) 
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((11農農業業経経営営体体当当たたりりのの⽣⽣産産農農業業所所得得はは近近年年増増加加傾傾向向))  
1農業経営体当たりの⽣産農業所得を算

出してみると、近年、増加傾向となってお
り、令和2(2020)年では、平成2(1990)年の
160万円から約2倍となる311万円となって
います(図図表表  特特--3388)。 

平成2(1990)年から平成22(2010)年まで
は、全国の⽣産農業所得と農業経営体数が
共に減少傾向となっていたことから、1農
業経営体当たりの⽣産農業所得は横ばいで
推移していましたが、その後、農業経営体
数は減少している⼀⽅で、畜産物等の産出
額の増加等により⽣産農業所得が増加傾向
にあることから、1農業経営体当たりの⽣
産農業所得は増加傾向となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

 
滋賀県近江⼋幡市

お う み は ち ま ん し
の株式会社イカリファームは、従業員9⼈で、

⽔⽥230haに、⽶90ha、⻨68ha、⼤⾖71haを栽培しています。 
同社は学校給⾷向けのパンを製造する製パン会社からの依頼を

受け、平成24(2012)年から、中⼒粉と混ぜることでパン⽤に使⽤で
きる超強⼒系の⼩⻨品種「ゆめちから」の試験的な栽培を始めまし
た。ゆめちからは、耐倒伏性に強く、単収が多いことから、同社で
は⼩⻨の主⼒品種として栽培を⾏っています。 

また、⼩⻨の裏作で⼤⾖を栽培し、従来の⽶中⼼の経営と⽐べ3
倍以上の収益を得るようになりました。 

同社では、今後も国内産⼩⻨の需要が増加すると⾒込んでおり、
作付⾯積を拡⼤するとともに、単収の増加や作業効率化等により、
⾼収益が得られる経営体制を確⽴したいと考えています。 イイカカリリフファァーームムのの皆皆ささんん  

資料：株式会社イカリファーム 
  

((事事例例))  ⽶⽶かからら⻨⻨へへのの作作付付転転換換にによよりり収収益益がが33倍倍((滋滋賀賀県県))  

図表 特-38 農業経営体数、⽣産農業所得及び 
1農業経営体当たりの⽣産農業所得 
(全国) 

資料：農林⽔産省「⽣産農業所得統計」、「農林業センサス」を基に作成 
注：農業経営体数は、平成2(1990)年、平成7(1995)年、平成12(2000)

年は販売農家、農家以外の農業事業体及び農業サービス事業体の合
計、平成17(2005)年以降は農業経営体数。1農業経営体当たり⽣産
農業所得は、⽣産農業所得÷農業経営体数で計算 
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((ココララムム))  消消費費者者起起点点にに⽴⽴っったた売売れれるるももののづづくくりりにによよりり⽣⽣産産農農業業所所得得をを増増加加((⻘⻘森森県県))  

各都道府県ではそれぞれの条件に合わせて農業⽣産の選択的拡⼤が進んでいますが、ここでは1
農業経営体当たりの⽣産農業所得が増加した事例として⻘森県の取組を紹介します。 

⻘森県における部⾨別農業産出額の構成を⾒ると、平成2(1990)年では、⽶が1,074億円と最も多
く、次いで畜産が766億円、果樹が647億円、野菜が593億円の順となっていましたが、令和2(2020)
年では、果樹が906億円と最も多く、次いで、畜産が883億円、野菜が821億円、⽶が548億円となり
ました。その結果、同年、⻘森県の1農業経営体当たりの⽣産農業所得は417万円となり、平成2(1990)
年からの上昇率は全国平均(94%)を上回る119％となりました。 

⻘森県では、平成16(2004)年度から消費者起点に⽴ち、消費者が求める安全・安⼼で良質な農林
⽔産物等を⽣産し、強⼒に売り込んでいく「攻めの農林⽔産業」を進めているとのことです。具体
的には、需要が堅調なりんごを始めとした果樹、にんにく、ごぼう、ながいも等の野菜、畜産につ
いては、⼤⼿量販店と連携し、品種や品質等で市場ニーズに対応しつつ、⽶からの転換などを進め
ることにより⽣産農業所得の拡⼤を図っており、⽶については、作付⾯積は減少していますが、そ
の⼀⽅で、独⾃ブランドの育成を通じた付加価値の向上により、⽣産農業所得の維持を図っている
とのことです。 

 

資料：農林⽔産省「⽣産農業所得統計」、「農林業センサス」を基に作成 
注：1)「その他」は、⻨類、雑穀、⾖類、いも類、花き、⼯芸農作物、その他作物、加⼯農産物の合計 

2)  (  )内は産出額に占める割合(%) 
3) 1農業経営体当たり⽣産農業所得は、⽣産農業所得÷農業経営体数で計算。農業経営体数は、平成2(1990)年、平成

7(1995)年、平成12(2000)年は販売農家、農家以外の農業事業体及び農業サービス事業体の合計、平成17(2005)年以
降は農業経営体数とした。 
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推移していましたが、その後、農業経営体
数は減少している⼀⽅で、畜産物等の産出
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同社は学校給⾷向けのパンを製造する製パン会社からの依頼を

受け、平成24(2012)年から、中⼒粉と混ぜることでパン⽤に使⽤で
きる超強⼒系の⼩⻨品種「ゆめちから」の試験的な栽培を始めまし
た。ゆめちからは、耐倒伏性に強く、単収が多いことから、同社で
は⼩⻨の主⼒品種として栽培を⾏っています。 

また、⼩⻨の裏作で⼤⾖を栽培し、従来の⽶中⼼の経営と⽐べ3
倍以上の収益を得るようになりました。 

同社では、今後も国内産⼩⻨の需要が増加すると⾒込んでおり、
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⾼収益が得られる経営体制を確⽴したいと考えています。 イイカカリリフファァーームムのの皆皆ささんん  

資料：株式会社イカリファーム 
  

((事事例例))  ⽶⽶かからら⻨⻨へへのの作作付付転転換換にによよりり収収益益がが33倍倍((滋滋賀賀県県))  
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農業経営体当たりの⽣産農業所得が増加した事例として⻘森県の取組を紹介します。 

⻘森県における部⾨別農業産出額の構成を⾒ると、平成2(1990)年では、⽶が1,074億円と最も多
く、次いで畜産が766億円、果樹が647億円、野菜が593億円の順となっていましたが、令和2(2020)
年では、果樹が906億円と最も多く、次いで、畜産が883億円、野菜が821億円、⽶が548億円となり
ました。その結果、同年、⻘森県の1農業経営体当たりの⽣産農業所得は417万円となり、平成2(1990)
年からの上昇率は全国平均(94%)を上回る119％となりました。 

⻘森県では、平成16(2004)年度から消費者起点に⽴ち、消費者が求める安全・安⼼で良質な農林
⽔産物等を⽣産し、強⼒に売り込んでいく「攻めの農林⽔産業」を進めているとのことです。具体
的には、需要が堅調なりんごを始めとした果樹、にんにく、ごぼう、ながいも等の野菜、畜産につ
いては、⼤⼿量販店と連携し、品種や品質等で市場ニーズに対応しつつ、⽶からの転換などを進め
ることにより⽣産農業所得の拡⼤を図っており、⽶については、作付⾯積は減少していますが、そ
の⼀⽅で、独⾃ブランドの育成を通じた付加価値の向上により、⽣産農業所得の維持を図っている
とのことです。 

 

資料：農林⽔産省「⽣産農業所得統計」、「農林業センサス」を基に作成 
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